
  第 1354 回例会 平成 27 年 6 月 10 日(水) 

＜＜今日のプログラム＞＞ 

1.）点      鐘 

2.）♪ロータリーソング「我らの生業」  

3.）  4 つのテスト唱和                 

4.）会長の時間 

5.）幹事報告      6.）出席報告 

7.)ハッピーＢＯＸ披露 

8.）委員会報告 

9.）会員卓話 「梶田 與之助君」 

       「永野 陽子君」 

10.）＜ＳＡＡ次週 6 月 17 日例会案内＞ 

   ＊各委員会最終活動報告 

     委員長より 

11.) 点     鐘 

第 1353 回例会記録 平成 27 年 6 月 3 日（水） 

■会長の時間       ●会長 原田宗忠君 

皆さんこんにちは、

本日は第 1353回の例

会です。 

いよいよ 6 月に入り

ました、私は後 1 ヶ

月頑張りたいと思い

ます。宮崎はとうと

う昨日梅雨に入りました。1 ヶ月半は続きますので皆

さんには車の運転を十分気をつけて頂きたいと思い

ます。私は過去に何度かスリップ事故を起こした経験

があります。1度目は 19か二十歳の頃～横浜方面から

東京に向かう時でした。物凄い雨の朝、当時水捌けが

非常に悪い道路でタイヤが宙に浮いている様な状態

の中でした。三車線の反対側ガードレールに激突しま

した、1 度目の激突の時車体は立ち上がったままでし

た、その瞬間今までの記憶が走馬灯のように頭に浮か

びました。2 回目の激突でタイヤのナットが外れタイ

ヤも全部飛んでしまいました。身体の怪我はたいした

事ありませんでしたが 1年目の車は廃車になりました。

当時乗っていた車がトヨタの 1600ＧＴ～初めて5速の

ミッションが付いた車種でした。車はスリップさせて

しまうとなかなか止まりませんので、この梅雨の時期

くれぐれも車の運転にはお気をつけ下さい。 

梅雨が過ぎますと暑い夏がやって参りますね、私自身

夏は昔から大好きな季節なのです。好きなゴルフをす

ることなど考えますと汗をかき体内の水分も少なく

なり血液もドロドロになりやすく胸にも悪いもので

すから医者からは止められておりますが何せ好きな

ものですから誘われると行ってしまいます、しかし自

分の調子は分かりますから気を付けながらやってい

きたいと思います。何故夏が好きかと申しますと、私

の生まれ育った神奈川県の茅ヶ崎は、冬の間は閑散と

していますが夏になりますと駅から海まで人の波、車

も渋滞、大変賑やかで別世界になります。高校生の時

そこの駐車場でアルバイトをしていました。学校も

「海の家」を造って出していましたから、そこの駐車

場で管理を任されていました。午後から駐車料金が半

額になる事もあり若い女性達も沢山車で訪れました

から張り切ってどんどん駐車させましたしビーチパ

ラソルを立てる手伝い等も積極的にしました（笑）で

すから夏には格別に楽しい思い出が沢山あります。そ

う言う事で今でも夏は大好きです。ところで先日 29

日には日高君の故郷である鹿児島県の口永良部島で

大規模な噴火が起こりました。皆さんも心配してお

られると思いますので日高君の方から状況を説明し

て頂こうと思います、よろしくお願いします。 

              ●日高 邦孝君 

当日は鹿児島に向か

っており妻とゆっく

りして帰る予定でし

たが、とてもそんな

気になれずとんぼ返

りしました。昭和 49

年、私が小学 3,4年

の時にも大きな噴

火がありました。その時の衝撃・恐怖は今でもはっ

きり覚えています。皆とにかく反対方向に必死で走

って逃げました。先日の爆発も大変心配しましたが

お陰様で島民も兄夫婦も無事の確認が速めに取れ

一安心はできております。電話で詳しい状況を聞き

ましたがとにかく大変怖い思いをしております。今

後の避難先の問題や帰島時期などさまざまな心労

で島民は辛い期間を過す事になります。皆様からも
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心配して沢山の電話やメールを頂いております。本

当に有難う御座います。 

■幹事報告         幹事●長倉祐一郎君 

＜文書案内＞ 

＊ 地区大会記録誌

及びロータリーモメ

ント集の送付 

  地区大会記録誌

～11部 モメント～2

部 

＊ 野中玄雄ガバナーエレクト事務所～地区研修協議

会参加のお礼 

＊ 西都ＲＣ～6 月の例会案内 

＜連絡事項＞ 

＊ 6 月 24 日～年度末懇親会「夜間例会」のご案内 

会場～四季の恵  時間 18：30～ 

会費～3,000 円 

※会長・幹事退任の挨拶 

■出席報告           ●中武 幹雄君 

会員数＝26 名（免除 2 名） 出席率＝87.5％ 

出席数＝19 名 メイク＝3 岩切永野内藤 

欠席届＝7 名 修正～率＝87.5％ 

 

出席報告 中武幹雄君  ショートＳＰ籾田直樹君 

ショートＳＰ          ●籾田 直樹君 

「Ｓｈｉｎｅ」6 月号をお配りさせて頂きましたので

ご覧下さい。先週皇太子殿下がおこしになられました。

当日朝は曇っておりましたがお昼からは晴れました

から次の日は朝日がとても綺麗でしたとのお言葉を

頂きました。お食事の方も全てお召し上がり頂き又お

言葉を頂きました。ホテル側としてのお見送り際には

前を通られましたが頭を下げておりますのでお顔を

拝見する事は出来ませんでした。 

               ●竹下 隆君 

当行より、ニーサそ

の他に関するご案内

パンフレットをお手

元にお配りしており

ますのでどうぞご覧

になり興味のある方

はまたお声かけ下さ

い。 

            

 

 

 

   ●荒武 義博君 

お手元にパン

フレットをお配り

しました。今回は

13.14.15 日です。

毎回申し上げます

が、ご来場だけで

十分ですので是非

お越し下さい。 

♪6 月のセレモニー♪ 

 

       写真 

☆ 6 月誕生月～吉田 康一郎君（2 日） 

        田邉 明美さん 

☆ 6 月結婚記念月～郡司武俊君小百合さんご夫妻 

          柳田光寛君由起子さんご夫妻 

          荒武義博君由美さんご夫妻 

☆ 6 月記念月の皆様、おめでとうございます☆ 

■会員卓話           ●宮原 建樹君 

術後の体重はまだ元

に戻りませんが、体

調の方は何とか順調

に回復していると思

います。次の検診が 9

月ですから、その時

に又大腸の方は重点

的に検査して頂くようにしております。先週から卓話

の内容を色々と考えておりましたが、本日は 2 件お話

しさせて頂きます。 

二週間前に不正アクセスで問題になりました「日本年

金機構」から封書が三週間前に送られて来ました。私

どもの取引先 2 箇所に関しての照会書でした。10 年

前にも消えた年金問題等で随分騒ぎにもなっており

ましたし、丸々信用する事も出来ずに色々と確認を取

った上で出来る範囲の報告をさせて頂きました。 

下請法について少しお話しさせて頂きます。どういう

内容かと申しますと、（製造委託）において、委託者

側（親事業者）が下請け業者に対する優越的地位を濫

用することのないように制定された法律。であり、下

請け取引きを公正化し、また下請け事業者の利益を保

護することを目的とする法律。下請法では、発注後に

下請代金を不当に減額したり、値下げを図ろうとした

り、あるいは、親事業者の社内事務手続の遅れなどを

理由として代金支払いを遅らせることなどが、禁止さ

れています。例をあげますと 2012 年 3 月には、大手

100 円ショップ「ダイソー」が下請け製造業者に対し

て本来の支払い額に満たない額しか支払っていなか
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ったとして、「下請法違反」により公正取引委員会か

らの勧告をうけた。という様な事例がございます。親

事業者が下請法に違反した場合には，公正取引委員

会から，違反行為を取り止めるよう勧告されます。

勧告される内容は，違反行為の取り止めのほか下請

事業者の被った不利益を原状 回復させること再発

防止措置を採ることなどです。また，勧告された場

合は，企業名，違反事実の概要などが公表されます。

企業の法令遵守が強く叫ばれる中，下請法違反は企

業価値を大きく損う行為と言う事です。 

 
       

4 つのテスト 

『言行はこれに照らしてから』 

1. 真実かどうか。 

2. みんなに公平か。 

3. 好意と友情を深めるか。 

4. みんなのためになるかどうか。 

5.  
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